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研
究
緩
話
(
位
}

人
間
発
達
の
物
質
的
基
礎

(
四
六
)
お
わ
り
に

力

に
な
る
一
エ
ス
プ
リ
の
構
造
}
.

前
回
は
、
擬
音
・
凝
態
語
の
利
用
に
よ
る
音
韻
ル
l
プ

の
自
然
な
増
強
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
聴
覚
的
な
印

象
(
ワ
ン
ワ
ン
)
か
ら
、
身
体
感
覚
(
コ
ロ
コ
ロ
て
場

面
の
イ
メ
ー
ジ
(
塞
が
フ
ワ
フ
ワ
)
、
気
持
ち
(
ヒ
ヤ

ツ
)
の
表
現
ま
で
、
人
間
に
お
け
る
動
問
句
生
成
の
自
然

な
一
端
を
教
示
し
て
い
ま
す
.
こ
う
し
た
形
で
の
生
成
田

路
の
地
強
が
、
結
び
・
二
で
お
話
し
た
『
《
な
ん
で
》
を

支
え
に
文
法
構
造
の
習
熟
」
の
背
景
を
形
成
す
る
の
で
し

ょ
う
.
こ
れ
は
、
呼
吸
.
情
動
.
発
声
、
動
作
‘
言
葉
、

等
が
脳
神
経
系
で
、
き
わ
め
て
自
然
で
合
理
的
に
統
合
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
.

次
回
か
ら
は
、
ヒ
ト
と
し
て
生
ま

れ
、
人
間
と
し
て
活
動
す
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
動
作
を
対
象
と
し
て
.

底
上
解
析
し
て
い
く
予
定
で
す
.
原

始
反
射
の
減
弱
か
ら
姿
欝
や
歩
行
の

獲
得
、
お
よ
び
《
さ
ん
わ
》
で
の
実

際
の
作
業
ま
で
、
外
見
で
は
掴
め
な

い
そ
れ
自
体
に
内
在
し
た
奥
義
や
.

そ
の
人
な
り
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て

お
話
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
.

表
に
、
こ
の
間
白
話
の
展
開
を
一

覧
に
し
ま
し
た

.
I
.
物
質
的
基

礎
基
本
機
能
ユ
ニ
ッ
ト
、
細
胞
構

築
学
、
定
位
反
射
の
神
経
俊
序
.
E
.

鰭
機
能
の
対
立
と
同
一
知
覚
と
行
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麗

自
分
で
つ
く
れ
ば
『
わ
ざ
」

井

夫

為
、
こ
と
ば
と
叙
述
(
パ
ラ
デ
ィ
グ
マ
関
係
と
シ
ン
タ
グ

マ
関
係
て
リ
ズ
ム
と
同
期
.
E
.
発
達
を
め
ぐ
る
基
本

問
題
鋸
弓
神
経
、
脳
幹
運
動
系
、
作
業
記
憧
を
め
ぐ
る

問
題

.
w
開
放
系
の
原
理
か
ら
の
結
語
.
以
上
で
し
た
.

人
間
発
達
の
物
質
的
基
礎
と
し
て
脳
神
経
系
に
ど
の
よ

う
に
発
達
が
約
束
さ
れ
て
い
る
か
.
こ
の
一

一
十
年
聞
に
お

け
る
成
果
の
聾
理
と
し
て
無
理
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
.
現
在
、
推
進
さ
れ
て
い
る
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
脳
研
究
開
発
は
、
今
後
十
年
で
、
分
子
生
物

学
は
じ
め
総
合
的
に
か
な
り
の
程
度
の
解
明
を
実
現
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
.
私
の
霊
理
は
.
知
的
障
害
児
を
前
に
し

て
.
教
育
や
福
祉
、
労
働
を
創
造
す
る
た
め
の
基
本
問
題

で
し
た
.
《
気
品
》
と
《
多
様
￥
を
い
か
に
実
現
で
き
る

か
.
内
容
を
求
め
る
生
理
学
的
根
犯
と
言
え
る
で
し
ょ
う
.

障
害
児
教
育
は
、
当
初
か
ら
《
エ
ス
プ
リ
》
を
求
め
て
き

ま
し
た
.
各
人
な
り
の
や
り
方
を
尊
重
し
、
追
求
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
し
た
.
各
人
の
や
り
方
に
裏
打
ち
さ
れ
た

所
産
と
し
て
の
精
神
、
そ
れ
が
エ
ス
プ
リ
で
す
.
こ
れ
に

関
し
《
さ
ん
わ
》
の
実
践
は
、
十
年
、
二
十
年
の
単
位
で

の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
教
え
て
〈
れ
ま
す
.
「
自
分
で

つ
く
れ
ば
《
わ
ざ
》
に
な
る
」
.
遅
延
的
で
は
あ
る
が
、

脳
神
経
系
は
い
つ
も
予
期
的
に
応
用
問
題
を
解
こ
う
と
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
協
調
し
て
、
拙
論
を

閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

t はじめに
人聞についての白銀科学的忽揮、 セガンの鱒代と現代.

2. r心櫨掌J由l5喧を求めて
1) アメリカでの川園貞治却の苦悩.

1) 猶圃舵カ発達への川園貞治郎の着眼.

3. A.R.Jレリア白神経心理学の畳位性
4 闘の基本櫨障ユニ ット
1) とりまとめ役としての軍1・能ユニット.
" 居状構成のもとでの住銀12列による生後発遺.
3) 筑重カのもとでの鈴祢役軍理、高.彼にみるIn!と.健
制 悦重力のもとでの自民気と鍵声.左右と途近‘手婦の聞き
51. f，j.んだろう.紙寄場置での叡還と倹・不倹による間期.
6) 脳の芯かの肉なる他省、 自衰の形成.

5 日貰と行ゐ
1) ヨースのブロッタ盟書{三つに分けるカの形戚) . 
2) 定住を煤介とした形電車復系と窒問視系の相互作用.
J) 砂鳴で混ベる子どもが《まる》を鎗Iするということ.
，) 鏑配置の修正.主下 左右必ら倉市角織的な史比べ.

6 コトパと担連
IJ 関係の叙逮 〔穂倒閣僚 パ，ヂィグマ) . 
2) 文様の叙霊 (連静鋼係・シンタグマ) . 
J) 鐘声の音書掌(反復.領倣、定位) . 
‘} 寄崎健鎗膏惨雪量 【ヱ属文への移行) . 
5J 封筒の薗鎗(割自陣ニ奮のリズム1• 
6) フレーズの生成は『付鹿語Jとともに.
)) 衆将や道具への定位 (外冨による問冨化). 
.) 奮授の営界 (r音節量」の調べ). 
9}. r <り こJから{値能的鍍位の個へ) . 

7. 1) ^ムと問調
1) ヴィゴツキーとルリアの出舞怠.
21 ニつの蕊れのはかでの予期的皐・鑑定.
3) 外宮による r予期間率信J能の影成.
4}. (まるのなかにまる'を循Itる子ども.
5J 交互側聞動作の積密.伸筋による事舗.
6). r手で..".足で敬う』ということ.
1). 8と買があヲて、 4ヶ月児の衡実み.

8 誼腫
1】 飴}f.a弓縛経にみる箇'奪還動系の発生原理.
" 鴎わたりのもとでの《息とめ》と葡・視鎗能.
3). 4歩に 3割自.直立ニ足による自分のリズムのlI.. t. 
" 臨終選動系の音"と『予期的皐信j の不通縫.
駒 形式聞な錫分と心をニめた傭分の錦立と問ー.
6) 作家E慢における空間的なものと文脈的拡もの.
7). "".12憶は韻織にのせて、自問傘児の音鼠ループ.
81 鯛舗の慨を.割自衛=奮におけるr.錨Jの調節.
9l 聞置の所在.1I空間メモにおける.慮"の倫出.
)0) 聞酒の所在、付a八分膏符での稽互引き込み.
1I1. IlBの鰻定周途J を.廻!こイヂーにまで.
9 結び
1) 活動を鍵介とした憲三まの畠歯と客観的必然の制限.

21. 8分のリズムでa分のコトパを、調敏姦の属議.
3>. rなんでJを支えに文濠椅遺(動綱句}の冒思.
" 倒節 '30ミリ診. 2小衝での鍋衛生成園高.
S) 僧官.I隆!!lStの制用による観健全員E図書各の増強.

10 おわりに
自分でつ〈れ1:rわざj になる(エスプリの檎;t) . 

人間発達の物質的基礎


